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コバルトでは㌔ 以下において明

確な周波数依存が見られる｡

3･共鳴四光子ミキシング法によるn-Hgl_ⅩCdxTe

の電子スピン共鳴の研究

加 藤 隆 志

有効9*因子のキャリアを含む半導体に周波数wl,a･2の2つのコヒーレントな光を照射して

磁場Eを掃引するo差周波数がスピン共鳴条件を満たす時,すなわちもAa,≡h(a･lra,2)=
9*pBHの時,ラマン線a,3〒2a,t2-a,1,a,4≡2a,1-W2が共鳴的に散乱されるo

この研究の目的は,共鳴四光子ミキシング法を用いて,伝導体スピンの∫*因子,共鳴線巾,

およびスピン緩和時間Tl,T2を求め,さらに試料の空間的均一度の評価や新しいコヒーレン

ト光の発生法等を調べる事であるO実験では花-Hgl_XCdxTe(X-0･233,Eg-142meV,n～

8×1014cm-3)̀の単結晶を用いた.2つの光正,CO2 レーザ一光をCWモード又は,Qス十y

チモードで入射させた｡磁場拝,4Tまでの額域で測定を行った｡

CWモー ドは主として9*因子と共鳴線巾の研究をE<4Tの範囲で行った.この研究により,

非パラポリックな伝導帯におけるJg*f因子は,磁場に依存し,75(OT)から59(4T)と減

少する事が分かった｡これらの測定値は,3バンドモデルによる計算値と良い一致を示し,メ

ラメータとして用いたEg,7ng*Eこ対 し, E - 142meV,m吉-o･0109-mの値を得た｡また伝g

導帯の非パラポリック性による共鳴線巾の不均一拡がり,そして運動による尖鋭化の効果の確

認もされた｡

次に,QスイッチモードにおいてはCW-モードの数十倍のパワーが得られる為,スペクト

ルの飽和現象 (ピーク分裂等 )を示す｡これによりTlの磁場依存性を求めたo
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この依存性の原因として不純物によるクーロンポテンシャルあるいは,音響フォノンによる

緩和などが考えられる｡

4. CuCl結晶の薄膜及び表面における

excitonpolaritonの光学的性質

川 田 勝
･･･････ヰ

空間 分 散 性の媒質(誘電率のk依存性が無視できない媒質)に入射した一作周波数の光は共

鳴領域 で は 2 つ (以上 )の伝播モード(ポラ リ トン)で,結晶中を進む ｡ こ の ためにマクスウ

ェル の 2 つ の境界条件の他に付加的な境界条 件 (AdditionalBoundaryC o n d ition,ABC)が必要

とな る O この間題をCuClのZ3励起子領域 の 2つの光学的性質を題材 と し て理論的に考察し

た ｡

まず,薄膜の透過 ･反射スペクトルの干渉パ ターンを求めるために, D'Andrea-DelSoleに

よるABCのミクロな理論を薄膜の場合に拡痕して計算した｡･deadlayert励起子が存在し得0
ない表面領域 )め厚さ1/Pをパラメ-ダにして実験結果との flttingをおこなうと1/P=o(軸
で,また,励起子め寿命を入射エネルギーに依存した形で与えたとや ,最もよく実験を説明や

きることがわかった｡

続いて,同じABCを用いて,表面に周期的な凹凸を持ったCuCl結晶の半無限系結晶に光

が入射したときの反射スペクトルの計算を凹凸を表わす関数の摂動展開によりおこなった｡そ

の結果,凹凸の周期の逆数が表面励起子ポラリトンの波数に等しいようなェネルギー位置で,

反射率にdipが生じることがわかった)｡これは平滑面肇は外部光により,励起されない表面モ

ードが表面の粗さのために励起されたことに起因する｡

5. Fe-Cマルテンサイ トのメスバ ウアー効果

及びNMRによる研究

､高 ･野 拓

Fe-Cマルテンサイ ト中での炭素原子の占める位置や,炭素原子が周囲の鉄原子に及ぼす影
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